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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＤ３４＋、ＣＤ４５－胎盤幹細胞の濃縮単離細胞集団であって、前記集団の細胞の少
なくとも５０％が、ＣＤ３４＋およびＣＤ４５－である細胞集団。
【請求項２】
　前記集団の細胞の少なくとも７０％が、ＣＤ３４＋およびＣＤ４５－である、請求項１
に記載の細胞集団。
【請求項３】
　前記集団の細胞の少なくとも９０％が、ＣＤ３４＋およびＣＤ４５－である、請求項１
に記載の細胞集団。
【請求項４】
　前記集団が、ＣＤ３４＋およびＣＤ４５－でない幹細胞を含む、請求項１に記載の細胞
集団。
【請求項５】
　前記ＣＤ３４＋およびＣＤ４５－でない幹細胞が、ＣＤ３４－接着性胎盤幹細胞である
、請求項４に記載の細胞集団。
【請求項６】
　前記接着性胎盤幹細胞が、ＣＤ２００＋、ＣＤ１０５＋、ＣＤ９０＋、ＣＤ１０＋、Ｃ
Ｄ３４－およびＣＤ４５－である、請求項５に記載の細胞集団。
【請求項７】
　前記接着性胎盤幹細胞が、ＣＤ１０＋、ＣＤ３４－、ＣＤ１０５＋およびＣＤ２００＋

；ＣＤ２００＋およびＯＣＴ－４＋；または、ＣＤ７３＋、ＣＤ１０５＋およびＣＤ２０
０＋である、請求項５に記載の細胞集団。
【請求項８】
　前記接着性胎盤幹細胞が、さらにＣＤ１１７－である、請求項５に記載の細胞集団。
【請求項９】
　前記接着性胎盤幹細胞が、ＣＤ１０＋、ＣＤ３４－、ＣＤ１０５＋およびＣＤ２００＋

である、請求項７に記載の細胞集団。
【請求項１０】
　前記接着性胎盤幹細胞が、さらにＣＤ４５－およびＣＤ９０＋である、請求項９に記載
の細胞集団。
【請求項１１】
　前記接着性胎盤幹細胞が、ＣＤ２００＋およびＯＣＴ－４＋である、請求項７に記載の
細胞集団。
【請求項１２】
　前記接着性胎盤幹細胞が、ＣＤ７３＋、ＣＤ１０５＋およびＣＤ２００＋である、請求
項７に記載の細胞集団。
【請求項１３】
　前記ＣＤ３４＋およびＣＤ４５－でない幹細胞が、骨髄由来間葉系幹細胞である、請求
項４に記載の細胞集団。
【請求項１４】
　前記ＣＤ３４＋およびＣＤ４５－でない幹細胞が、ＣＤ３４＋、ＣＤ４５＋造血性幹細
胞である、請求項４に記載の細胞集団。
【請求項１５】
　ＣＤ３４＋胎盤細胞の集団を形成するために胎盤細胞の集団からＣＤ３４＋細胞を選択
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すること、および前記ＣＤ３４＋胎盤細胞の集団からＣＤ４５＋細胞を除去することを含
む、ＣＤ３４＋、ＣＤ４５－胎盤幹細胞集団を作製する方法であって、ＣＤ３４＋、ＣＤ
４５－胎盤幹細胞集団が作製される、方法。
【請求項１６】
　前記集団の細胞の少なくとも７０％が、ＣＤ３４＋およびＣＤ４５－である、請求項１
５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記集団の細胞の少なくとも９０％が、ＣＤ３４＋およびＣＤ４５－である、請求項１
５に記載の方法。
 


	header
	written-amendment

